
　
　
「
お
ば
ん
で
す
」

　
昨
年
十
月
二
十
日
午
後
六
時
。

宮
沢
賢
治
が
学
ん
だ
岩
手
大
学

　
（
盛
岡
市
）
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
暗

闇
に
包
ま
れ
て
い
た
が
、
Ｇ
3
6
教

室
は
、
明
る
い
光
の
中
で
約
四
十

人
の
あ
い
さ
っ
が
続
い
た
。

　
　
「
何
年
や
っ
て
も
活
動
が
広
が

ら
な
い
」
と
市
民
団
体
。
教
師
は

　
「
地
域
に
根
差
し
た
教
育
が
必
要

だ
が
、
地
域
に
出
て
い
く
余
裕
が

な
い
」
と
訴
え
る
。
、
行
政
マ
ン
や

大
学
教
官
も
「
市
民
や
団
体
と
の

連
携
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
。

　
　
「
つ
な
が
り
た
い
」
―
。
そ
れ

ぞ
れ
が
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い

た
。

　
国
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ

Ｄ
）
の
十
年
」
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
－
Ｊ
（
恵
恐

が
岩
手
県
で
開
い
た
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
地

域
会
議
」
。
約
五
時
間
の
議
論
を

経
て
、
参
加
者
は
「
持
続
可
能
な

』
と
い
う
目
標
で

こ
と
を
申
し
合
わ

　
同
様
の
地
域
会
議
は
す
で
に
Ｅ

十
回
を
超
え
る
。
全
国
各
地
に
リ

ー
ダ
ー
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。

　
　
壁
を
越
え
る

　
Ｅ
Ｓ
Ｄ
－
Ｊ
は
、
二
〇
〇
二
年

の
環
境
・
開
発
サ
ミ
ッ
ト
（
南
ア

・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
）
で
「
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
十
年
」
を
日
本
政
府
と
共
同

提
案
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

の
連
合
体
が
母
体
と
な
り
、
○
三

年
六
月
に
発
足
し
た
。

　
会
員
は
現
在
、
団
体
百
十
五
、

個
人
二
百
五
十
。
環
境
、
女
性
、
平

和
、
国
際
協
力
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

ほ
か
、
企
業
や
大
学
も
加
盟
。
岡

山
市
は
自
治
体
唯
一
の
会
員
だ
。

　
　
「
市
民
団
体
は
自
分
の
活
動
で

手
い
っ
ぱ
い
だ
し
、
役
所
内
も
部

居
間
の
連
携
は
難
し
い
。
ど
う

し
た
ら
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る

ん
で
し
ょ
う
か
」

　
今
年
二
月
上
旬
。
東
京
で
聞

か
れ
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
－
Ｊ
全
国
会

議
。
岡
山
市
役
所
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

担
当
す
る
原
明
子
（
四
四
）
は
、
全

国
の
り
Ｉ
ダ
ー
が
集
ま
っ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
悩
み

を
ぶ
つ
け
た
。
。
前
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
岡
山
県
支
部
事
務
局

長
。
昨
秋
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
共
感
し
、

公
募
で
行
政
に
飛
び
込
ん
だ
。

　
　
「
縦
割
り
は
行
政
だ
け
の
問

ＥＳＤα)リーダーカ4壽Sj6に意見交接!したＥＳＤ

－Ｊ全国会議。岡山からは原(中央)と池田(左
端1)ｶ{参ｶﾛした－２月

題
で
は
な
い
。
大
学
も
大
変
」
。

岩
手
大
学
講
師
の
梶
原
昌
五

（
四
八
）
目
‥
岡
山
市
出
身
＝
が
原
の

発
言
を
受
け
た
。
同
大
は
全
学

共
通
科
目
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
化
を
目
指

し
て
お
り
、
梶
原
は
学
内
連
携

に
尽
力
す
る
立
場
だ
。
「
Ｎ
Ｇ

Ｏ
も
同
じ
で
す
」
。
会
場
は
悩

み
を
共
有
す
る
場
に
な
っ
た
。

　
　
「
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
示

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
の

意
見
か
ら
、
そ
れ
が
知
恵
を
絞

る
作
業
に
変
わ
っ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ

－
Ｊ
副
代
表
の
池
田
尚
之
（
四
七
）

＝
岡
山
市
伊
福
町
目
口
も
加
わ
っ

た
。

　
優
秀
な
活
動
を
表
彰
し
、
広

報
す
る
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

な
く
、
お
金
に
な
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
を
設
け

る
▽
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
や
れ
ば
や
る
ほ

ど
地
域
経
済
が
潤
う
″
Ｅ
Ｓ
Ｄ

通
貨
″
を
提
案
す
る
Ｉ
。
ア
イ

デ
ア
は
次
々
に
出
た
。

知
恵
出
し
合
い
協
働
へ

　
　
「
自
分
の
得
が
み
ん
な
の
得
、

地
球
の
得
に
な
れ
ば
い
い
ん
よ

ね
」
と
原
。
「
私
が
選
ぶ
″
勝
手

に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
大
貢
″
な
ら
明
日
か
ら

で
も
で
き
る
」
。
原
の
明
る
い
声

が
会
場
に
響
い
た
。

　
　
こ
れ
か
ら

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
、
民

と
官
と
合
わ
せ
て
総
勢
百
八
十

人
。
発
足
以
来
、
最
大
規
模
の
全

国
会
議
総
会
は
、
環
境
省
、
文
部

科
学
省
な
ど
の
官
僚
も
交
え
、
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｄ
－
Ｊ
代
表
の
阿
部
治

　
（
立
教
大
数
授
）
は
力
強
く
呼
び

掛
け
た
。

　
二
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
、

つ
ま
り
教
育
の
推
進
に
は
政
府
と

市
民
の
協
働
が
不
可
欠
だ
。
こ
れ

ほ
ど
多
様
な
団
体
の
連
合
は
か
っ

て
な
い
こ
と
だ
が
、
さ
ら
に
輪
を

、

広
げ
、
知
恵
を
出
し
合
お
う
」

　
サ
ミ
ッ
ト
以
後
、
動
き
が
鈍
か

っ
た
日
本
政
府
か
二
月
末
、
「
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
十
年
」
実
施
計
画
を
策
定
。

民
と
官
の
協
働
作
業
は
こ
れ
か
ら

全
国
で
動
き
だ
す
。
（
敬
称
略
）
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